
父
は
高
齢
の
一
人
暮
ら
し

で
し
た
。
テ
レ
ビ
が
友
達

で
年
々
口
数
が
少
な
く

な
っ
て
お
り
ま
し
た
▼
し

か
し
あ
る
日
突
然「
人
が
い

つ
で
も
集
ま
れ
る
よ
う
な

〝
場
〞
を
つ
く
る
」
と
夢
を

語
り
始
め
、
庭
を
手
入
れ

し
人
工
芝
を
敷
き
そ
の
上

に
机
と
椅
子
を
配
置
し
、

雨
が
降
っ
て
も
大
丈
夫
な

よ
う
に
大
き
な
屋
根
ま
で

つ
く
り
ま
し
た
▼
私
が
そ

の
場
が
医
療
生
協
の〝
た
ま

り
場
〞だ
っ
た
と
知
っ
た
の

は
ず
い
ぶ
ん
後
に
な
っ
て
か

ら
で
し
た
が
、
ど
れ
く
ら

い
利
用
さ
れ
た
か
今
は
知

る
す
べ
も
あ
り
ま
せ
ん
▼

人
が
我
が
家
に
集
う
こ
と

で
自
分
の
役
割
や
居
場
所

を
確
認
で
き
て
い
た
の
で

は
な
い
か
？
と
思
い
ま
す
。

人
と
会
話
す
る
こ
と
が
ど

れ
ほ
ど
父
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
▼
父

亡
き
あ
と
遺
品
整
理
に
訪

れ
た
お
り
、
家
主
が
い
な

い
こ
の
〝
た
ま
り
場
〞に
、

最
後
ま
で
人
に
囲
ま
れ
て

過
ご
せ
た
父
の
こ
の
居
場

所
に
、
感
謝
の
念
を
込
め

て
手
を
合
わ
せ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
居

場
所
を
つ
く
る
と
い
う
こ

と
は
こ
れ
か
ら
の
日
本
に

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
い
い
人
生
だ
っ
た
ね
！
お

と
う
さ
ん
！
」　
（
K
・
S
）

体
温
計

訪問看護ステーション
訪問看護ステーション

居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0982)31-1442
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)31-1453
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

宮崎医療生活協同組合

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp
クイズの答えはEメールでも
受け付けております→

FAXFAX　29-483929-4839

FAXFAX　23-030323-0303
FAXFAX　58-311058-3110
FAXFAX　51-900451-9004
FAXFAX　26-710126-7101
FAXFAX　24-051524-0515
FAXFAX　31-145231-1452
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　31-1452
FAX　26-1944

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　31-1452
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　31-1452
FAX　26-1944

駐車場のご案内 生協病院北側（正面玄関側）駐車場は、附属棟建設工事のためご利用になれません。
患者・組合員様は西側駐車場をご利用頂きますようご協力をお願い申し上げます。

（
応
募
数
37
通
）

（
正
解　

32
通
）

　

普
段
の
会
話
や
文
書
の
や
り
取
り
で
こ
と
わ

ざ
を
使
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
と
わ
ざ
は
教
訓
や

格
言
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ん
な
に
使

う
機
会
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
次
の
こ
と
わ
ざ
の
中
に
、
ま
ち
が
い
が
あ

り
ま
す
。
ま
ち
が
い
を
見
つ
け
、
正
し
い
こ
と

わ
ざ
に
直
し
て
く
だ
さ
い
。

（
「
大
人
の
国
語
ク
イ
ズ
」
よ
り
）

〒
8
8
0
ー

0
8
2
4

宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー

三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
６
月
30
日
で
、
当
選

者
は
８
月
号
の
紙
面
で

発
表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
５
月
号
の
答
え
】 

【
４
月
号
当
選
者
】

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.181)（No.181)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

北
川
駅　

北
延
岡
駅　

南
延
岡
駅

南
日
向
駅　

東
都
農
駅　

南
宮
崎
駅

西
都
城
駅

村
田　

京
子
さ
ん（
日
向
市
）

岩
切　

紀
子
さ
ん（
宮
崎
市
）　

今
井　

啓
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

遠
藤　

英
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

水
上　

洋
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

４
月
〜
５
月
に
か
け
て
、
各
支
部
で
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
次
号
は
７
支
部
を
紹
介
し
ま
す
。

居宅介護支援事業所 ☎(0982)31-1453 FAXAX 31
1
6

４
月

居 介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

( )
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

FAXAX 31
FAX 26

4
月
18
日
、
延
岡
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
に
44
名
が
参

加
し
ま
し
た
。は
じ
め
に
吉
村
憲
行
理
事
に
よ
る
宮
崎
生

協
病
院
附
属
棟
、
院
内
改
修
工
事
の
現
況
や
経
営
状
況
な

ど
医
療
生
協
理
事
会
の
報
告
が
あ
り
、
2
0
1
8
年
度
を

振
り
返
っ
て
全
国
四
課
題
が
達
成
で
き
た
こ
と
、
サ
ロ
ン
の

活
動
開
始
と
現
状
、
ま
ち
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
平
和
社

保
委
員
会
の
活
動
と
、
新
年
度
に
向
け
て
方
針
の
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。ま
た
、
生
協
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
べ
お
か
興
梠
貴

美
代
事
務
長
が
事
業
業
績
の
報
告
を
行
い
、業
績
向
上
の
兆

し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。議
案
は
全
員
一
致
で
採
択

さ
れ
、
次
期
運
営
委
員
お
よ
び
三
役
も
承
認
。第
30
回
宮
崎

医
療
生
協
総
代
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
学
習
会
は
、西
亜

記
子
氏
（
宮
崎
医
療
生
協
組

織
部
次
長
）
に
よ
る
『
脳
い
き

い
き
、
楽
し
く
認
知
症
予
防
』。

講
話
と
簡
単
な
認
知
機
能
テ

ス
ト
、
手
を
使
っ
た
運
動
な
ど

楽
し
い
45
分
の
話
し
で
し
た
。 

　
　
　
（
支
部
長 

甲
斐
郁
子
）

午
後
か
ら
急
に
天
候
が
悪
化
し
、
足
元
が
悪
い
中
、
中
央

支
部
総
会
を
４
月
23
日
、
宮
崎
西
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
い
、
21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。昨
年
か
ら
新
支
部
長
の
も

と
、
一
年
間
新
体
制
で
活
動
を
行
い
、
活
動
・
会
計
・
監
査

報
告
、
活
動
計
画
・
予
算
案
な
ど
質
疑
応
答
を
含
め
活
発

な
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。中
央
支
部
は
活
動
範
囲
が
広
範

な
た
め
、
ど
の
よ
う
に
し
て
内
容
を
伝
え
て
い
く
か
が
今
後

の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、「
和
知
川
原
生
協
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
事
業
内
容
」
を
河
野
裕
介
事
務
長
が
、「
民
医
連
医
学

生
対
策
委
員
会
か
ら
の
ご
案
内
」
を
宮
崎
民
主
医
療
機
関

連
合
会
の
松
本
朋
美
氏
が
行
い
ま
し
た
。

学
習
企
画
と
し
て
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
れ
い
ん
ぼ
う

の
落
合
邦
博
所
長
か
ら
「
知
っ

て
お
き
た
い
介
護
保
険
の
知

識
」
の
講
話
が
あ
り
、
み
ん
な

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。最
後
に
昨
年
誕
生
し
た
新

班〝
サ
ロ
ン
菜
の
は
な
〞の
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
手
話
付
き
の
歌

を
歌
い
ま
し
た
。  

　
　
（
支
部
長 

児
玉
チ
ト
シ
）

大
淀
支
部
総
会
が
４
月
23

日
、
緑
松
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。当
日
は
17
名
が
参
加

し
ま
し
た
。提
案
さ
れ
た
議
案

は
す
べ
て
全
員
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。閉
会
後
は
、
宮
崎

市
赤
江
地
域
防
災
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
兼
松
英
文
氏
か

ら「
防
災
に
つ
い
て
」の
出
前
講

座
が
あ
り
ま
し
た
。い
ま
全
国

的
に
地
震
、
風
水
害
、
津
波
と
い
っ
た
大
規
模
災
害
が
多
発

し
て
お
り
、
過
去
の
事
例
を
教
訓
に
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処

す
べ
き
か
、に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

宮
崎
は
幸
い
、
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
災
害
は
起
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
一
番
心
配
な
の
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
そ
れ
に
伴

う
津
波
で
す
。日
向
灘
で
地
震
が
起
き
た
場
合
、
数
分
で
津

波
が
押
し
寄
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
知
ら
さ
れ
、一
刻
も
早

い
情
報
の
取
得
と
避
難
が
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
の
た
め
市
で

は
津
波
浸
水
想
定
区
域
に
住
む
住
民
や
75
歳
以
上
ま
た
は

身
体
が
不
自
由
な
方
を
対
象
に
緊
急
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及

に
努
め
て
い
る
そ
う
で
す
。上
記
対
象
外
の
人
も
有
料
で
申

込
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
市
の
危
機
管
理

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
お
互
い
常
日
頃
か
ら

意
識
を
持
っ
て
万
全
の
対
策
と
心
構
え
を
し
て
お
く
と
と

も
に
、
緊
急
時
に
は
自
治
体
ま
か
せ
で
は
な
く
、
各
自
が
そ

れ
ぞ
れ
の
状
況
に
合
わ
せ
て
判
断
し
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。   　
　

 

（
支
部
長 

前
屋
敷
勇
）

明
る
く
楽
し
い
支
部
づ
く
り
、
組
合
員
同
志
の
絆
を
大

切
に
し
よ
う
と
考
え
た
総
会
は
、
４
月
24
日
、
花
ヶ
島
公
民

館
に
初
参
加
の
14
名
を
含
め
組
合
員
53
名
が
参
加
し
ま
し

た
。医
師
後
継
者
対
策
活
動
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
き
納
得

し
ま
し
た
。昨
年
度
の
活
動
、
会
計
報
告
、
今
年
度
の
活
動

案
、
予
算
案
等
の
承
認
の
後

は
、
に
ぎ
や
か
に
組
合
員
の
本

部
城
聖
さ
ん
の
一
人
芝
居
「
一

度
き
り
の
人
生
を
生
き
き

る
」、「
介
護
保
険
制
度
で
感
じ

た
こ
と
」
な
ど
面
白
お
か
し
く

演
じ
ら
れ
、
会
場
は
大
笑
い
。

ま
た
平
均
年
齢
75
歳
男
女
に

よ
る
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
パ
ラ

パ
ラ
」
の
ダ
ン
ス
は
難
し
く
、
曲
に
合
わ
せ
て
う
ま
く
踊
る

姿
に
感
心
し
ま
し
た
。

最
後
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
、
と
て
も

楽
し
い
一
日
で
し
た
。　
　
　
　
　

  

（
支
部
長 
岩
崎
美
代
）

　

４
月
24
日
、
お
お
つ
か
生
協
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
開
催
し
、34
名
の
組
合

員
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。『
み
ん

な
で
体
操
・
認
知
症
予
防
』
と
題

し
て
、
大
塚
地
区
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
木
村
美
智
子
氏
が
、
脳
の

働
き
方
を
詳
し
く
お
話
し
さ
れ
、

お
し
ゃ
べ
り
が
認
知
症
予
防
に
な

る
こ
と
に
納
得
。実
技
も
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た
。「
医
師
後
継
者
対
策
活
動
」
を

宮
崎
民
主
医
療
機
関
連
合
会
の
宮
田
宗
三
氏
が
詳
し
く
報

告
し
て
い
た
だ
き
、理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。村

尻
勝
信
理
事
か
ら
「
生
協
病
院
附
属
棟
建
設
の
現
状
報
告

と
出
資
金
増
資
の
呼
び
か
け
」
が
あ
り
、
2
名
の
組
合
員
加

入
を
含
め
16
名
か
ら
4
万
7
千
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

各
議
案
は
討
論
の
後
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
新
役
員

の
提
案
が
あ
り
運
営
委
員
6
名
と
会
計
監
査
2
名
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
支
部
の
行
事
な
ど
で
知
恵
と
力
を
お

借
り
す
る
際
に
は
、
前
・
元
職
の
方
を
中
心
に
拡
大
運
営

委
員
と
し
て
ご
協
力
を
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。最
後

は
、
空
く
じ
な
し
の
お
楽
し
み
抽
選
会
を
行
い
ま
し
た
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
理
事 

村
尻
勝
信
）

４
月
25
日
は
天
候
が
心
配
で
し
た
が
、
快
晴
で
し
た
。浮

之
城
自
治
公
民
館
に
46
名
が
参
加
。時
間
ど
お
り
に
始
ま

り
、議
長
選
出
の
あ
と
、支
部
長
あ
い
さ
つ
に
続
き
、女
性
の

初
期
研
修
医
2
名
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
た
の
も
し
い
限

り
で
し
た
。2
0
1
8
年
の
活
動
・
決
算
・
会
計
監
査
報
告
、

2
0
1
9
年
の
活
動
計
画
・
予
算
案
は
原
案
と
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
は
、
宮
崎
市
介
護

予
防
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
戸
高

光
美
さ
ん
が
『
み
ん
な
で
介
護

予
防
』講
演
を
行
い
、「
手
足
を

使
っ
た
運
動
、
軽
い
運
動
で
も

根
気
強
く
運
動
す
る
こ
と
の

大
事
さ
」
を
学
び
ま
し
た
。   

　
　
　
（
支
部
長 

加
島
宏
司
）

●
中
央
支
部
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支
部
支
部部部

央央
支支

中
央
中
央
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●

●
東
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部
●
部
●
部
●●●

支支
部部

宮
支
宮
支

東東
大大

●●●
東
●
東
●
東
大
宮
支
部
●

●
あ
お
き
支
部
●
部
●
部
●●●

支支
部部

き
支
き
支

あ
お

●●●●
あ
●
あ
お
き
支
部
●

●
大
塚
江
南
支
部
●
部
●
部
●●●

支
南
支支
部
支
部

江江
南

大
塚
大
塚塚
江
塚
江

●●●
大
●
大
●
大
塚
江
南
支
部
●

●
大
淀
支
部
●●●

支
部
支
部部部

淀淀
支支

大大大
淀
大
淀

●●●●●
大
淀
支
部
●

●
県
北
支
部
●●●

支
部
支
部部部

北北
支支

県県県
北
県
北

●●●●●
県
北
支
部
●

脳いきいき、楽しく認知症予防脳いきいき、楽しく認知症予防

防災について学ぶ防災について学ぶ

みんなで体操・認知症予防みんなで体操・認知症予防
介護予防を学ぶ介護予防を学ぶ

みんなでダンスをみんなでダンスを

知っておきたい介護保険知っておきたい介護保険

①
老
う
た
子
に
教
え
ら
れ
て
浅
瀬
を
渡
る

②
虎
は
死
し
て
皮
を
留
め
、
人
は
死
し
て
金
を
残
す

③
紙
に
描
い
た
餅

④
孫
に
も
衣
装

⑤
ほ
と
と
ぎ
す
も
鳴
か
ず
ば
う
た
れ
ま
い

あ
さ
せ　
　
　

わ
た

と
ら

か

い
し
ょ
う

も
ち

と
ど

遠藤･高田･中島（循環器内科）、古谷（消化器内科）、高橋聡･永友（呼吸器内科）、植野（糖尿病内科）、浜田･高橋麻里子（内科･リハビリ）、柳田（内科）
山岡･葉山･末岡（外科・肛門外科）、山元･上野･愛甲･久保（小児科）、堀・加藤（後期研修医）、當瀬・日高・林・井上・有田（初期研修医）

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診

一　般
1診 2診 3診4診 5診

予　約　制 予　約　制

受付　8：00～11：00
診療　8：30～12：00

受付
17：00～
　  19：30
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：00
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経

（要予約）
（要予約）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

受　付
13：30～16：30
診　療

14：00～17：00
交替制

第1･3･5週
山岡又は葉山

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

遠　藤

交替制

遠　藤

遠　藤

交替制

古　谷

植　野

古　谷

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

高　田

遠　藤

高　田

中島徹

1週：高田
2週：高橋聡
3週：植野
4週：永友

1診:山元
2診:愛甲

1診:久保
2診:山元

1診:山元
2診:久保

1診:愛甲
2診:久保

1診:上野
2診:愛甲 山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

夜間一般17:30～20:00
交替制

予約のみ18:00～19:00
高　田 休　　　診

休　診

宮崎市大島町天神前1171
☎0985（24）6877

交替制

上　野交替制

交替制

山　岡

葉　山

山　岡

久　保

愛甲　
／
　山元

上　野

山　元

久　保

交替制

上　野 愛甲

愛甲

交替制

愛甲又は
山元

交替制交替制

交替制 久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元葉　山

交替制

第1・3・5週は休診
第2・4週14：00～15：00
交替制

15：00～17：00
小　牧

13：30～17：00

高橋聡

ペースメーカー外来
遠　藤

交替制

交替制

休　診 休　診 休　診 休　診

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●診療科は内科。●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは訪問診療。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（大田原良治）までご連絡ください。

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

●土曜日夜間の内科・
　小児科外来は休診です。

受付　13：30～16：00
診療　14：00～17：00

8：30～10:00

第1・3・5
（高橋聡）
第2・4
（永友）

8：30～10:00
堀

11：00～12:00
高橋麻里子

14：00～15:00
交替制

15：00～17:00
小　澤

13：30～17:00

高橋聡
14：00～15:00

高橋麻里子

13：30～17:00

永　友
15：00～17:00

加　藤

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

休診（訪問診療）

中　村

中　村

休　診

午　前 午　後
15：00～
18：00まで

第1週のみ
15：00～18：00
第2･3･4･5週は
16：30～19：00

月曜日
　～土曜日
9：00～15：30

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222

中　村

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後 夜　間診
療
時
間

植　野

植　野

植　野

植　野

訪問診療

 8：30～12：30
（受付12：00）まで

 17：00～19：00
（受付18：45）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

生協病院からの支援

植　野
第3土曜休診

休　診

植　野

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅
三　宅

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

第1土曜休診

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715
午　後

16：00～18：00
（受付17：30）まで

三　宅

休診（訪問診療）
三　宅

17：00～19：00
（受付18：30）まで

三　宅

休　診

休診（訪問診療）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

休　診

末　岡

休　診

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

9：00～12：30
（受付12：00）まで

延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

生協病院からの支援
14：00～17：00

第1・3
柳　田

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。



ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
管
理
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
管
理
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
管
理
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
管
理
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
管
理
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
管
理
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
管
理
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
管
理
を

　

４
月
26
日
、
お
お
つ

か
生
協
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

組
合
員
28
名
が
参
加
。

医
師
後
継
者
対
策
が
生

協
病
院
の
発
展
に
寄
与

し
て
い
る
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。ま
た
、
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
講

話
で
は
「
自
分
の
意
志

を
伝
え
て
お
く
こ
と
が
大
事
」と
、
避
け
て
通
れ

な
い
興
味
深
い
内
容
に
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
出
資
金
増
資
は
、
医
療
機
器
や
設
備
の

購
入
の
他
に
も
、私
た
ち
の
生
命
を
支
え
る
医
療

生
協
の
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
も
使
わ
れ
て

い
る
話
し
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。み
ん
な

で
懇
談
し
な
が
ら
、駅
弁
を
食
べ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

  

（
支
部
長 

清
水
カ
ツ
子
）

　

４
月
26
日
、
出
来
島

高
洲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
第
15
回
支
部
総

会
を
開
き
、
組
合
員
56

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
組
織
部
の
西

亜
記
子
次
長
が
「
い
つ

ま
で
も
生
き
生
き
と
過

ご
す
た
め
に
」
と
い
う
、

軽
い
体
操
を
ま
じ
え
な
が
ら
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。総
会
で
は
、
宮
田
敏
明
支
部
長
が
一

年
間
の
活
動
に
つ
い
て
「
仲
間
増
や
し
」「
増
資
」

「
班
会
開
催
」
は
目
標
を
超
過
達
成
し
ま
し
た

が
、「
班
づ
く
り
」が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
報
告

し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
活
動
で
は〝
元
気
で
長
生
き
・
楽

し
い
支
部
活
動
〞を
モ
ッ
ト
ー
に
週
2
回
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
年
2
回
の
温
泉
旅
行
、
営
繕
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、コ
ー
プ
店
で
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
ラ

ン
チ
し
な
が
ら
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ど
を
報
告
、

2
0
1
9
年
度
も
同
様
の
活
動
を
行
っ
て
い
く

こ
と
。会
計
報
告
と
予
算
案
。新
年
度
の
運
営
委

員
1
人
増
の
12
人
を
提
案
し
、
審
議
の
結
果
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
お
楽
し
み
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。全
員
に
弁
当
と
お
茶
を

支
給
、総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
支
部
長 

宮
田
敏
明
）

４
月
27
日
、
24
名
の
参
加
、
こ
の
は
な
生
協
ク
リ

ニ
ッ
ク
2
階
会
議
室
で
開
催
。ま
ず
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
歌
の
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
る
林
田
喜
久
代

さ
ん
の
ギ
タ
ー
演
奏
で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」「
川
の
流

れ
の
よ
う
に
」
な
ど
6
曲
を
合
唱
し
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
度
の
振
り
返
り
と
2
0
1
9
年
度
の
計

画
案
は
、
林
正
昭
議
長
の
進
行
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
へ
の
質
問
や
発

言
が
相
次
ぎ
、
関
心
の
高
さ
を
再
認
識
、
大
い
に
宣
伝

に
努
め
ま
す
。我
が
支
部
に
は
、
青
島
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資
格
を
持
つ
2
人
の
組
合
員
さ

ん
が
お
り
、初
め
て
の
人
に
も
心
強
い
か
ぎ
り
で
す
。

こ
の
1
年
、
支
部
を
力
強
く
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
と
の
お
別
れ
が
続
き
、
少
し
寂
し
い
総
会
で

し
た
が
、
そ
の
中
の
お
一
人
か
ら
譲
っ
て
い
た
だ
い
た

餅
つ
き
器
を
大
切
に
し
て

「
ね
り
く
り
」
を
伝
承
し
て

い
き
ま
す
。昼
食
交
流
会
で

は
、
仁
田
脇
弘
文
専
務
が
生

協
病
院
附
属
棟
建
設
の
進

捗
状
況
を
説
明
、
参
加
者
か

ら
多
岐
に
わ
た
る
質
問
が

出
さ
れ
、
丁
寧
な
返
答
が
あ

り
ま
し
た
。

（
支
部
長 

半
田
圭
子
）

４
月
28
日
、
金
堂
ヶ
池
公
民
館
に
て
15
名
の
出
席

で
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。支
部
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

あ
る
合
言
葉「
あ
な
た
も
わ
た
し
も
ゲ
ン
キ
、み
ん
な

で
つ
く
ろ
う
元
気
の
わ
」
を
全
員
で
唱
和
し
ま
し
た
。

今
期
を
も
っ
て
勇
退
さ
れ
る
田
原
逸
子
支
部
長
の
挨

拶
か
ら
は
じ
ま
り
、
過
去
10
年
間
で
培
っ
た
並
々
な

ら
ぬ
努
力
と
成
果
に
心
か
ら
感
謝
と
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
全
く
の
手
探
り
状
態
で

の
舟
出
と
な
り
ま
す
が
、
運
営
委
員
の
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
、
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
西
亜
記
子
氏
（
組
織

部
次
長
）
の
講
話
は
医
療
生

協
を
よ
り
深
く
知
る
機
会

に
も
な
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
で
は
体
を
動
か
す
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
と
ご

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
副
支
部
長 

高
園
チ
エ
子
）

●
西
部
支
部
●●●
部部部
●
部
●

部部
支支

西西西
部
西
部

●●●●●
西
部
支
部
●

●
東
部
支
部
●●●
部部部
●
部
●

部部
支支

東東東
部
東
部

●●●●●
東
部
支
部
●

●
こ
の
は
な
支
部
●●●
部部
●●

な
支
な
支支
部
支
部

の
は
の
はは
な
は
な

ここ
のの

●●●●●
こ
の
は
な
支
部
●

●
南
方
支
部
●
部
●
部
●●●

支支
部部

方方方
支
方
支

●
南
●
南南南
●●●
南
方
支
部
●

健
康
づ
く
り
委
員
会
は
3
月
23
日（
土
）、市

民
の
森
公
園
（
宮
崎
市
）
で〝
生
協
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
〞を
開
催
し
、
43
名
が
松
林
の
中
を
歩
き
ま

し
た
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
前
後
で
血
圧
を
測
定

し
「
歩
く
前
は
1
7
0
あ
っ
た
血
圧
が
、
歩
い

た
後
は
1
5
0
に
下
が
っ
た
」と
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
効
果
を
実
感
さ
れ
た
組
合
員
さ
ん
も
い

ま
し
た
。

ま
た
４
月
20
日
（
土
）
は
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
公

園
を
会
場
に
、
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
・
宮
崎
医
療

生
協
と
の
共
催
で〝
生
協
い
き
い
き
健
康
ウ
ォ
ー

ク
in
日
向
〞が
行
わ
れ
、
両
生
協
か
ら
1
1
4
名

の
組
合
員
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。宮
崎
生
協

病
院
の
川
北
稜
汰
理
学
療
法
士
か
ら
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
効
果
の
話
し
が
あ
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

の
あ
と
3
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
出
発
。「
初

め
て
見
る
景
色
に
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
楽
し

く
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」「
海
岸
が
と
て
も

き
れ
い
で
心
が
洗
わ
れ
ま
し
た
」「
海
岸
沿
い
の

柱
状
節
理
、
権
現
山
の
中
に
あ
る
若
山
牧
水
歌

碑
か
ら
の
太
平
洋
、
美
々
津
の
街
並
み
、
御
船
出

の
地
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
か
ら
の
眺

め
、
感
動
し
ま

し
た
」
な
ど
の

声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
も

身
体
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
た
健

康
管
理
に
役
に

立
つ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
し
た
。　

　
　
（
事
務
局
）

エンディングノートについてを学ぶエンディングノートについてを学ぶゲームで楽しむゲームで楽しむ

みんなで合唱をみんなで合唱をみんなで力を合わせてみんなで力を合わせて

市民の森を楽しくウォーキング市民の森を楽しくウォーキング

太平洋の眺めを満喫したウォーキング太平洋の眺めを満喫したウォーキング

15
年
前
Ｕ
タ
ー
ン
で
佐
土
原
に
帰

郷
。
す
ぐ
兄
に
医
療
生
協
の
加
入
を

勧
め
ら
れ
、
母
の
出
資
金
を
引
き
継

ぐ
。
運
営
委
員
と
配
布
も
始
め
る
。

現
在
4
地
区
で
1
0
0
部
配
布
。
一

地
区
で
20
部
程
な
ら
徒
歩
で
。
配
布

者
が
い
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
が
次
々
と
増
え
て
、
今
は
車
で
2

時
間
半
。
佐
土
原
は
区
画
整
理
が
出
来
て
い
な
い
。
新
規
加

入
者
リ
ス
ト
が
あ
っ
て
も
地
図
落
と
し
が
難
し
い
し
、
表
札
の

な
い
家
も
増
え
て
い
る
が
、
村
尻
勝
信
全
域
組
合
員
理
事
の

「
マ
ッ
プ
づ
く
り
は
正
解
も
あ
り
ま
せ
ん
が 

完
成
も
あ
り
ま
せ

ん
」
の
言
葉
に
救
わ
れ
て
い
ま
す
。 （
佐
土
原
支
部 

原
田
義
生
）

《
お
問
い
合
わ
せ
》 

組
織
部 

０
９
８
５
・
３
１
・
９
０
５
５

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

伊
津
毛 

愚
作
さ
ん
（
国
富
綾
支
部
）

め
ん
た
い
も
3
級
品
で
我
慢
す
る

ポ
カ
し
な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
負
け
る
棋
士

大
勝
は
選
挙
制
度
の
カ
ラ
ク
リ
で

〈
川
柳
〉　

興
梠 

宗
一
郎
さ
ん
（
宮
崎
市
）

朝
霧
に
う
ぐ
い
す
の
鳴
く
故
郷
よ

〈
俳
句
〉　

◎看護師の方々がプロフェッショナルに徹し、あるいはプロフェッ
ショナルになろうとする意識が高く、患者として頼もしくもあり、
寄り添う心遣いが有り難かった。もし再び入院が必要となる病気
や怪我に見舞われることがあれば、またこの病院のお世話になり
たいなと思いました。

5月度宮崎生協病院利用委員会5月度宮崎生協病院利用委員会虹の声虹の声虹の声

み ん な の 声
◎中学３年生です。医者を目指しています。将来スポーツドクターになれるよう夢に向かって
頑張っています。医師紹介を読むと将来がイメージできて参考になります。（宮崎市中学生）

2
0
1
9
年
5
月
度　

理
事
会
の
報
告
（
5
月
18
日
開
催
）

＜報告・承認事項＞

①4月度の組合員増やしは61名（目標114名）、出資金増資は321万円（目標
656万円）、班づくり2班、班会開催86でした。組合員数は50,218名（脱退
34名、純増27名）、出資金総額は5億8,473万円（増資参加人数565名）でした。
　17支部全てで支部総会が終了し、「介護関連」や「認知症」、「防災関連事項」、
「特殊詐欺」などの学習会が行われました。また「サロンの取り組み」や「医学生
対策」、「研修医による研修報告」、「認知症予防体操」、「附属棟建設の話」など
の報告もありました。
　総会では2名の加入と多くの出資金が集まりました。
②「辺野古土砂搬出作業、米海兵隊所属兵士による女性殺害事件と県議会での抗
議決議」、「テロ対策未完の原発停止、福島第一原発廃炉に外国人労働者の受
け入れ」、「介護保険料・保険料率・保険料いずれも過去最高へ」、「介護労働
者実態調査」、「高知県20自治体で消費税10％中止意見書可決」、「新田原基
地周辺補助金」についての報告がありました。
③2018年度の決算報告がありました。2018年度の法人の経常利益は1億
1,073万円（予算差702万円、前年差▲95万円）の到達です。

④第30回通常総代会役員補充の提案がありました。
⑤宮崎医療生活協同組合第30回通常総代会議案（第1～ 7号議案）について提
案があり、内容を協議しました。また監査報告について意見交換を行いました。
⑥宮崎生協病院改修工事選定については６業者を選定し、現地説明会および入札
を行い、７月上旬に確定します。
⑦宮崎市中央西における認知症カフェの申請について提案があり、承認可決しま
した。
⑧みやざき福祉生活協同組合の理事派遣について提案があり、小牟田佐知子理
事を5月より派遣します。
⑨透析機器購入（付随供給装置等）について提案があり、承認可決しました。

＜審議・決定事項＞

①4月度事業所活動について
②4月度医療安全管理委員会について
③4月度宮崎生協病院利用委員会について
④4月度県連介護事業所責任者会議について
⑤4月度経営協議会について
⑥第29期第20,21回常勤理事会について
⑦宮崎民医連第10期第12回理事会について
⑧県社保協第10回幹事会について
⑨人事について
⑩第1回宮崎生協病院附属棟建設プロジェクト会議について

以上の報告を承認しました。

■新規加入者  ６１名（4/1～4/30）
■出 資 金  ５億８,４７３ 万円
■班　　　数  ２９４班

今、宮崎医療生協は 2019年4月末現在

■総組合員数  ５０,２１８ 名
■平均出資金  １１,６４４ 円
■               ２０,５１０ 部おげんきですか
手配り配布数

　

み
な
さ
ん
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
す
。

宮
崎
生
協
病
院
内
科

医
師
の
堀
竜
太
と
申

し
ま
す
。
簡
単
に
自

己
紹
介
と
自
身
の
近

況
に
関
し
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
日
向
市
の
出
身
で
、
日
向
高
校
卒
業
後
、

大
分
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
。
卒
後
は
当
院

で
２
年
間
初
期
研
修
を
行
い
、
３
年
目
以
降

も
後
期
研
修
医
と
し
て
在
籍
、
当
院
に
勤
務

し
て
今
年
で
４
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
年
度

よ
り
内
科
専
攻
医
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
経
験
不
足
な
と
こ
ろ
も
あ

り
、
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
今
後
と
も
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』

　
　
　

今
月
は
堀
竜
太
医
師
で
す

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』

　
　
　

今
月
は
堀
竜
太
医
師
で
す

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』

　
　
　

今
月
は
堀
竜
太
医
師
で
す

宮崎生協病院附属棟
上棟式のお知らせ

１月９日、建設期間中の安全を祈願して地鎮祭
を行いました。工事がはじまり５ヶ月が経過し、
骨組みが建ちました。これから棟木を上げるに
あたり、附属棟完成の安全を祈ります。組合員の
みなさん、お誘い合せてご参加ください。

●と　き：６月２６日（水）１６時～
●ところ：宮崎生協病院正面玄関前

鉄骨が組まれた附属棟（５月１３日撮影）鉄骨が組まれた附属棟（５月１３日撮影）

　　　　　　　　　血管の弾力性が失われ、硬くなったり血管壁にコレステロールなどが固まり、内
径がせまくなって血液の流れが悪くなった状態を動脈硬化といいます。放置しておくと動脈硬化性疾患
（心筋梗塞・脳梗塞・閉塞性動脈硬化症）など命に関わる病気を引き起こす可能性があります。

足の血管が狭くなり、血液の流れが悪くなることで、しびれや痛みを生じ

る病気を末梢動脈疾患（PAD）と言います。症状により大きく4段階に分けら

れています（フォンテイン分類）。PADの方は心筋梗塞や脳卒中等の重大な疾

患の合併率が高く、欧米の調査では、歩行中に痛みを生じ歩けなくなる間欠

性跛行（かんけつせいはこう）と言われる歩行障害がある方は、5年後に30％

の人が命を落とし、4％の人が足を切断するという結果も報告されています。

PADを予防するため、50歳以上の糖尿病や喫煙をされている方や65歳以上

の健常者に対して簡便で検出力の高い脈波図検査が薦められています。

◎脈波図検査
ベッドに横になって血圧測定用のカフを左右上腕と足首に、心電図を左右

手首、そして心音マイクを付けて、約10分で終了する検査です。予約な

しで行えます。この検査では、次の3つを測定します。

 ①血管の硬さを計測：CAVI（キャビィ）値

 ②血管の詰まりの程度を計測：ABI（エービ－アイ）値

 ③血管年齢

生活習慣や食生活の欧米化により、動脈硬化を原

因とするPADは年々増加しています。しかし、動

脈硬化の主な原因となる飲み過ぎ、食べ過ぎ、喫煙、

運動不足等の生活習慣を改善したり、糖尿病、高脂

血症、脂質異常等の生活習慣病を治療したりするこ

とによってPADは防ぐ事ができます。「足は第2の

心臓」と言われています。いつまでも歩ける健康な

足を守り、心筋梗塞や脳卒中等の合併症を防ぐために、PADを足だけの病

気と捉えず、全身の病気と捉え、早期に発見し、早期に治療することが非常

に重要です。脈波図検査の定期的な検査（年1～ 2回）をおすすめします。

フ
ォ
ン
テ
イ
ン
分
類

宮崎生協病院 検査科主任　柳田崇至宮崎生協病院 検査科主任　柳田崇至

高血圧、糖尿病、脂質異常症、
喫煙、ストレス、過度の飲酒、
肥満、手足のしびれ・痛み・
冷え、運動不足

＜血管危険度チェック＞

足の血管が詰まる病気 宮崎生協病院では動脈硬化検査（脈波図検査）を実施しています

動脈硬化とは

動脈硬化を予防するポイント

ほ
り 

り
ゅ
う
た

○お褒めのことばありがとうございます。患者満足度向上を目指して取り
組んで参ります。

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになられた場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。


